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「
な
ん
か
違
う
ん
だ
よ
ね
ぇ
」

■このコラムは毎回いろいろなテーマで人権についてお話しています。
　ご意見などは本庁人権政策課 ☎ 22-9631　 jinken@city.iga.lg.jp へ

　

も
う
20
年
近
く
前
に
な
り
ま
す
が
、

ア
メ
リ
カ
の
あ
る
町
に
滞
在
す
る
機

会
が
あ
り
、
高
校
生
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
試
合
を
見
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
地
元
の
高
校
と
他
の
町
の
高

校
の
試
合
で
、
小
さ
な
町
だ
っ
た
地

元
に
と
っ
て
高
校
の
ス
ポ
ー
ツ
の
試

合
は
注
目
を
集
め
る
行
事
で
し
た
。

　

相
手
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に

黒
人
選
手
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
滞

在
し
て
い
た
地
元
の
高
校
に
黒
人
の

学
生
は
在
籍
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
町
の
中
で
も
見
か
け
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

だ
け
で
な
く
町
の
人
に
と
っ

て
も
存
在
が
珍
し
か
っ
た
ら

し
く
、「
お
い
、
見
ろ
よ
。
黒

人
が
い
る
ぞ
。」
と
観
客
席
全

体
に
ひ
そ
ひ
そ
話
す
声
が
広

が
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
決
し
て

好
意
的
な
声
で
は
な
く
、
そ
の

選
手
が
ダ
ン
ク
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
て

も
他
の
学
生
は
、「
お
れ
に
も
で
き

る
わ
。」
と
冷
た
く
言
い
放
っ
て
い

る
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

　

普
段
は
白
人
に
囲
ま
れ
た
生
活

を
送
り
、
人
種
差
別
に
つ
い
て
直
接

触
れ
る
機
会
の
無
か
っ
た
私
は
、
気

に
な
っ
た
の
で
試
合
後
、
親
し
か
っ

た
人
た
ち
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
黒
人
に
対
す
る
偏
見
っ
て
あ
る
の
？
」

す
る
と
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、

「
別
に
偏
見
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
け
れ
ど･･････

。な
ん
か
、彼
ら
っ

て
私
た
ち
と
違
う
ん
だ
よ
ね
ぇ
。」

「
わ
ざ
と
変
わ
っ
た
歩
き
方
を
し

て
み
た
り
ね
ぇ
。」

「
そ
う
そ
う
、
し
て
る
し
て
る
。」

あ
れ
か
ら
だ
い
ぶ
年
月
が
た
っ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
今
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

伊
賀
の
地
で
は
、
外
国
か
ら
日
本

へ
来
て
い
る
人
た
ち
を
街
中
で
よ
く

見
か
け
ま
す
。
彼
ら
の
姿
を
見
な
が

ら
、
あ
の
と
き
「
な
ん
か
違
う
ん
だ

よ
ね
ぇ
。」
と
い
う
言
葉
に
モ
ヤ
モ

ヤ
し
た
も
の
を
感
じ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
も
し
も
、
私
が
白

人
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
せ

ず
に
単
身
で
滞
在
し
て
い
た

ら
、
周
り
の
私
に
対
す
る
反

応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
地

元
の
人
と
連
れ
立
っ
て
歩
い

て
い
な
か
っ
た
ら
、
明
ら
か

に
異
な
る
容
貌
か
ら
「
私
た

ち
と
は
違
う
ア
ジ
ア
人
」
と

し
て
私
も
扱
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
か
ら
す
る
と
、
そ
ん
な

こ
と
を
思
っ
た
り
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
人
の
こ
と
を
判
断
す
る

と
き
に
、何
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
か
。

肌
の
色
？
そ
れ
と
も
歩
き
方
？
表
面
的

な
こ
と
や
周
囲
の
勝
手
な
イ
メ
ー
ジ
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
そ
の
人
を
見
る
べ
き

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
本
庁
人
権
政
策
課
）

＊
ダ
ン
ク
シ
ュ
ー
ト･･･

ボ
ー
ル

を
、
床
上
約
３
メ
ー
ト
ル
に
あ
る

リ
ン
グ
の
上
か
ら
た
た
き
込
む
。

優
れ
た
跳
躍
力
が
求
め
ら
れ
る
。

【ポイント①　食品の購入】 
●消費期限などを表示で確認する。生鮮食品はなるべ
　く新鮮なものを購入する。
●肉や魚などは、水分がもれないようにビニール袋な
　どに分けて包む。
●冷蔵・冷凍品は、最後に買って寄り道せず持ち帰る。
【ポイント②　家庭での保存】 
●冷蔵庫は 10℃以下に、冷凍庫は -15℃以下に保ち、
　詰めすぎない。（目安は７割程度）
●肉や魚などは、水分が他の食品にかからないように
　ビニール袋や容器に入れて保存する。 
【ポイント③　下準備】 
●台所を片付け、清潔なタオルやふきんを使用する。 
●調理の前、生の肉、魚、卵を取り扱った後には手を
　洗う。途中で動物に触ったり、トイレに行った後に
　も忘れずに！
●肉や魚などの汁が、サラダなど生で食べるものや調
　理済みの食品にかからないように注意する。
●生の肉や魚を切った包丁やまな板を洗わずに、野菜
　など生で食べる食品や調理後の食品を切らない。 
※包丁やまな板は、肉用、魚用、野菜用に使い分ける
　とさらに安全です。
●冷凍品は料理に使う分だけ冷蔵庫の中や電子レンジ
　で解凍し、解凍が終わったらすぐ調理する。　

【ポイント④　調理】 
●食品は十分に加熱する。（目安は　
　食品の中心温度が85℃で１分間
　以上）
●電子レンジを使う場合は、時々　
　かき混ぜるなどして均一に加熱　
　する。
●料理を途中でやめる時は、冷蔵庫に入れる。
【ポイント⑤　食事】  
●食べる前に手を洗う。
●清潔な手で、清潔な器具を使い、清潔な食器に盛　
　りつける。
●料理は室温に長く放置せず、温かい料理は温かい　
　うちに、冷たい料理は冷たいうちに食べる。
【ポイント⑥　残った食品】 
●残った食品は、清潔な容器に小分けして保存する。
●残った食品を温め直す時は、十分に加熱する。味　
　噌汁やスープなどは、沸騰するまで加熱する。
●ちょっとでも怪しいと思ったら、食べずに捨てる。

食中毒というと、飲食店での食事が原因と思われがちですが、家庭の食事でも発生します。
次の６つのポイントを実行して家庭での食中毒を予防しましょう！

【問い合わせ】三重県健康福祉部薬務食品室
　　　　　　  ☎ 059-224-2343　FAX059-224-2344　  yakumus@pref.mie.jp　

家庭でできる食中毒予防の６つのポイント

●ちょっとでも怪しいと思ったら、食べずに捨てる。

食中毒予防の
基本は手洗い
です！
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　この数カ月は経済が悪くなったり、たくさんの人が
仕事を解雇されたり、それに致死的となりえる新型イ
ンフレンザが発生したりして、本当に大変でしたね。
かつてないほどに人々はお金を慎重に使って、自分の
経済生活により注目しています。
　私の場合は幸いに仕事は安定していますが、私でも
お金の本当の意味は何かと最近は考え始めました。景
気が降下しはじめたら、ほとんどの人は銀行の頭取や
投資金融業者を責めて、「投資」をすることは危機の原
因とされています。しかし、投資とは何かと考えてみ
ると、お金だけではなく、時間、感情も投資すること
ができると解って、私は自分の人生に何を投資してい
るだろうと思いはじめました。2007 年 8 月から伊賀
市の国際交流員として文化国際課で勤めさせていただ
いて、今月いっぱいで伊賀での生活は終わるから、新
しい仕事や生活を別の地方でまた始めなければなりま
せんが、伊賀に住んだこの 2年間は投資として考えて
みれば、どんな利潤があったでしょう？投資する時点
では有利な、また不利な投資になるか分かりませんが、
2年間を伊賀に投資して、数え切れない利潤を得たと
思います。それに、皆さんにとっても利潤があると嬉
しいです。
　いただいた利潤は何かといいますと、まず伊賀市を
知ったことです。ここに住んでいればいるほど、伊賀
市は素晴らしいところだと思います。歴史といい、自
然といい、伝統といい、皆さんは一流の魅力に恵まれ
ているから、私が去った後でも自分の市をますます誇

りに思ってほしいです！
　また、自分のことをより考える機会を得たこともあ
ると思います。母国から（また！）離れて、さらに人
間として成長したと思いますが、最も感謝しているの
は何よりも、伊賀の市民と触れ合って、知り合うよう
になったことです。
　国際交流が私の主な仕事ですが、それは何かといい
ますと、ある国の人と違う国の人が互いに交流できる
空間を提供することだと言えるでしょう。ただ、着任
してからすぐ気づいたのは、2国間の人々よりも、単
純に人と人をつなげていくことが、国籍を問わず一番
大事だということです。この仕事はできるかな～と、
最初のころは不安だらけでしたが、伊賀市の心温かい
皆さんのおかげですぐ伊賀市になじむことができまし
た。
　では、伊賀の市民にとって利潤がありましたか？！
私にはわかりませんが、ささやかながらでもそうだと
嬉しいです。国際交流員とは農家みたいと言われたこ
とがあります。多文化理解、認め合い、国際交流など
の種を植えていきますが、実るまでは時間がかかりま
す。任期は残念ながらここまでだから自分の目で見え
ませんが、将来に咲くより素晴らしい伊賀市を心から
お祈りしています。
　伊賀市でいただいた知識、経験をこれからも活かし
ていきますが、また遊びに訪れます。ですから、ここ
でさようならではなく、また会いましょうということ
で、伊賀市の皆さんに感謝を申し上げます。この2年間、
ありがとうございました！

国国

際際交交流流員員

サミュエル・アネスリーの 　

世界見聞録 －Part 16－

が
基
本
と
な
り
ま
す
。
肥
満
が
あ

る
場
合
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
限
を
し
、

減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ （
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
減
ら
し
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉
）
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
に
は
、
主
菜

の
材
料
と
し
て
肉
類
よ
り
魚
介
類
や

大
豆
製
品
の
割
合
を
多
め
に
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
特
に
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
高
い
方
は
、
肉
脂
、
内

臓
類
、
卵
な
ど
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

多
く
含
む
食
品
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

脂
肪
は
種
類
に
関
係
な
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
高
い
の
で
、
肥
満
予
防
の
た

め
に
も
フ
ラ
イ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど

油
を
使
っ
た
料
理
は
控

え
め
（
１
日
２
品
ま
で
）

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
物
繊
維
は
、
野
菜
、

き
の
こ
、海
藻
類
、果
物
、

豆
、
芋
な
ど
に
多
く
含

ま
れ
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
吸
収
を
妨
げ
る
の
に
役
立
ち

ま
す
。
野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻
類

は
毎
食
２
〜
３
品
、
果
物
、
豆
類
、

芋
類
に
つ
い
て
は
、
１
日
１
回
を

目
安
に
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
、
お
菓
子
、
砂
糖

入
り
飲
料
を
多
く
摂
り
す
ぎ
る
と

血
液
中
の
中
性
脂
肪
が
増
え
ま
す
。

夜
寝
る
前
は
特
に
控
え
て
下
さ
い
。

　

健
康
診
断
の
結
果
で
脂
質
異
常

症
と
い
わ
れ
た
ら
、
放
っ
て
お
か

ず
に
ま
ず
は
受
診
を
し
、
食
生
活

を
見
直
す
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

管
理
栄
養
士　

白
井
由
美
子

　

脂
質
異
常
症
と
は
血
液
中
の
中

性
脂
肪
（
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
）

や
、Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル（
い

わ
ゆ
る
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

が
基
準
値
よ
り
高
い
、
ま
た
は
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
（
い
わ
ゆ
る
善
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
が
基

準
値
よ
り
低
い
状
態

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

以
前
は
高
脂
血
症
と

よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
な
遺
伝
的
要

素
や
体
質
、
食
習
慣
、
運
動
不
足
、

肥
満
な
ど
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
に

異
常
が
あ
る
（
特
に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
高
い
）
と
、
動
脈
硬
化

が
進
み
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
な

ど
血
管
系
の
病
気
が
起
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
治
療
の
方
法
は
、
ま

ず
食
事
や
運
動
を
含
ん
だ
生
活
習

慣
の
改
善
か
ら
は
じ
め
、
必
要
に
応

じ
て
薬
物
療
法
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

食
事
療
法
で
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

と
り
す
ぎ
な
い
で
、〈
主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
そ
ろ
え
て
〉
バ
ラ
ン
ス
よ
く
」

脂
質
異
常
症
（
高
脂
血
症
）

と
い
わ
れ
た
ら

将来への投資


